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コ
ロ
ナ
禍
で
日

本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

は
「
は
な
れ
て

い
て
も
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
呼
び
か
け
た

が
、
私
は
実
は

以
前
か
ら
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
「
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
思
っ
て
き
た
▼
約
十

年
前
、
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟

の
第
１
期
チ
ェ
ン
ジ
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
、
世
界
の

仲
間
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

研
修
を
受
け
、
討
議
を
し

た
。
今
年
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ソ
シ
ア
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

香
港
の
自
宅
か
ら
参
加
し

た
。
距
離
が
離
れ
て
い
て
も

疎
遠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

▼
最
近
、
社
会
福
祉
の
実
践

家
、
糸
賀
一
雄
の
書
籍
に
翻

訳
者
と
し
て
携
わ
っ
た
。
キ

リ
ス
ト
者
の
糸
賀
は
重
度
障

が
い
児
施
設
を
創
設
し
「
こ

の
子
ら
を
世
の
光
に
」
と
い

う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
書

籍
は
福
祉
施
設
職
員
と
さ
ま

ざ
ま
な
学
問
の
専
門
家
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
が
、
糸
賀
の

思
想
を
通
し
、
学
問
分
野
の

違
い
や
研
究
者
と
実
践
家
の

間
に
あ
る
距
離
が
縮
ま
り
、

つ
な
が
っ
た
と
感
じ
た
。
私

が
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
在
職
中
に

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

や
介
護
福
祉
士
を
志
す
学
生

た
ち
と
関
わ
っ
た
こ
と
も
活

か
さ
れ
た
▼
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

「
は
な
れ
て
い
て
も
つ
な
が

っ
て
い
る
」
も
、
ユ
ー
ス
と

シ
ニ
ア
、
会
員
と
職
員
、
日

本
と
世
界
、
ロ
ー
カ
ル
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

違
い
や
壁
を
越
え
て
つ
な

ぎ
、
多
様
性
が
活
か
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
会
員

永
岡
美
咲
）

赤 三角

2021年

2021年度 運営基本方針

コロナ危機が長引き、差別や偏見、格差

や貧困など、様々な困難が増大する社会に

おいて、人々が真に求める安全で安心でき

る生活に対応した新しい東京ＹＭＣＡの姿

を明確にして抜本的な改革と新規事業の開

発を行う。

ＹＭＣＡの運動、活動、事業ならびに組

織、雇用、財政、危機管理を、劇的に変化

する市民社会に合わせて再構築する。

東京ＹＭＣＡグループに連なるすべての

会員・職員・ボランティアが一体となっ

て、わかりやすい団体、人々に必要とさ

れ、無くてはならない選ばれる存在となる

べくＹＭＣＡブランドを明確にして積極的

に発信する。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
未
曽
有
の

災
害
に
よ
っ
て
約
２
万
人
も

の
命
が
失
わ
れ
、
家
や
暮
ら

し
、
多
く
の
関
係
性
が
破
壊

さ
れ
た
中
で
当
時
、
「
絆
」

と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
語
ら

れ
ま
し
た
。
被
災
者
を
孤
立

化
さ
せ
ず
に
寄
り
添
い
、
支

え
て
い
く
こ
と
。
そ
の
年
の

漢
字
に
「
絆
」
と
い
う
字
が

選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
皆

が
何
を
真
剣
に
求
め
て
い
た

か
が
う
か
が
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
年
月
が
経

過
し
て
い
く
中
で
「
絆
」
の

意
識
は
、
次
第
に
疎
か
に
な

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。そ

ん
な
中
で
迎
え
た
10
年

目
の
今
日
、
私
た
ち
は
改
め

て
、
「
絆
」
を
真
剣
に
考
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
多
く
の
人
々

の
命
を
脅
か
す
と
同
時
に
、

私
た
ち
の
社
会
、
そ
し
て
互

い
の
関
係
性
を
破
壊
し
続
け

て
い
る
か
ら
で
す
。

今
年
2
月
、
内
閣
府
に

「
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当

室
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
や
こ
ど
も

の
自
死
が
増
え
続
け
て
い
る

現
実
に
対
応
す
る
た
め
、
担

当
大
臣
ま
で
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
孤
独

・
孤
立
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
が

昨
年
、
「
こ
れ
か
ら
の
世
界

で
課
題
と
な
る
の
は
、
人
間

の
孤
立
で
あ
り
、
広
く
連
帯

で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
だ
ろ

う
」
と
新
聞
に
寄
稿
し
て
い

ま
し
た
。
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
、
確
か
な
「
絆
」
の
確

立
。
今
、
私
た
ち
は
こ
の
課

題
に
再
度
、
向
き
合
わ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

3
月
11
日
の
新
聞
各
紙

に
、
福
島
県
立
会
津
学
鳳
高

校
の
平
子
七
海
さ
ん
の
言
葉

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
子
さ
ん
は
今
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
「
10
年
前
と
同

様
に
、
当
た
り
前
が
当
た
り

前
で
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
ま
す
。

「
あ
の
日
私
た
ち
は
、
波

に
飲
み
こ
ま
れ
て
い
く
人
々

の
手
を
、
掴
み
取
っ
て
救
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
今
度
は
、
社
会
か
ら
分

断
さ
れ
て
ゆ
く
人
々
の
手
を

握
り
締
め
て
、
離
さ
な
い

で
。
み
ん
な
が
も
っ
と
自
分

を
、
他
者
を
愛
せ
る
世
界
を

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私

自
身
が
そ
う
で
あ
り
た

い
」
。

聖
書
「
コ
ロ
サ
イ
の
信
徒

へ
の
手
紙
」
3
章
14
節
に
は

「
愛
を
身
に
着
け
な
さ
い
。

愛
は
、
す
べ
て
を
完
成
さ
せ

る
き
ず
な
で
す
」
と
あ
り
ま

す
。
孤
立
で
は
な
く
連
帯

を
、
分
断
で
は
な
く
繋
が
り

を
作
り
「
絆
」
を
形
成
し
て

い
く
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
連

な
る
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と

を
課
題
に
新
年
度
も
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
ま
と
め
・
広
報
室
）

全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

→
引
き
続
き
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
、

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
は
何
か
」
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
、
よ
り
多
く
の
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
存
在
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
新
し
い
視
点
で
捉
え
、
既
存

事
業
を
強
化
し
新
規
事
業
を
開
発
す
る
。

→
現
在
行
っ
て
い
る
運
動
、
活
動
、
事
業
が
ど

の
よ
う
な
社
会
的
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

る
の
か
を
明
確
に
し
、
既
存
事
業
の
見
直
し
を

探
り
ま
す
。
新
規
事
業
の
開
発
に
は
、
時
代
に

敏
感
な
若
い
職
員
や
会
員
等
の
発
想
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
方
策
を
考
え
ま
す
。

全
て
の
運
動
、
活
動
、
事
業
をCause

（
存
在

根
拠
）
に
沿
っ
て
再
編
し
、
達
成
す
べ
き
目
的

を
明
確
に
す
る
た
め
に
抜
本
的
な
組
織
変
革
を

行
う
。

→
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
行
っ
て
い
る
運
動
、
活
動
、
事

業
を
「
学
校
」
「
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
っ
た
業
種

別
で
は
な
く
、
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
「
国

際
人
の
養
成
」
な
ど
の
よ
う
に
目
的
別
に
組
み

替
え
て
わ
か
り
や
す
く
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

組
織
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

会
員
制
度
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
し
、
魅

力
あ
る
新
し
い
制
度
を
確
立
す
る
。

→
「
会
員
＝
会
費
を
払
う
人
」
で
は
な
く
、
奉

仕
活
動
や
寄
付
に
よ
っ
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
援
く

だ
さ
る
多
く
の
方
を
も
会
員
と
位
置
づ
け
ら
れ

な
い
か
な
ど
、
会
員
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
い
、
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

次
の
時
代
を
担
う
人
財
獲
得
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
育
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
働
き
方
を
改
革

し
研
修
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
。

→
職
員
の
年
齢
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
次
代
を
担

う
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま

す
。
魅
力
あ
る
職
場
に
す
る
た
め
、
待
遇
改

善
、
研
修
制
度
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
新
し
い
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
導
入
な
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
確
立
す
る
。

→
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
移
動
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
遠
方
の
方
な
ど
よ
り

多
く
の
方
に
門
戸
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

の
危
機
管
理
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
防
災･

減

災
に
つ
い
て
学
び
、
安
全
管
理
の
た
め
の
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
る
。
ま
た
災
害
や
事
故
の
発

災
時
に
は
的
確
か
つ
機
敏
に
行
動
で
き
る
体
制
を

整
え
る
。

→
被
災
地
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
無
駄
に
せ
ず
、
防

災
、
減
災
、
危
機
管
理
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
災

害
か
ら
大
切
な
人
の
命
を
守
る
万
全
の
準
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
、
Ｙ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
、
国
内
外
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
ワ
イ
ズ
メ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
他
団
体
と
の
交
流
、
協
働
を
進
め
、

新
し
い
支
援
関
係
、
協
力
関
係
を
作
る
。

→
た
と
え
ば
公
有
地
再
開
発
な
ど
大
規
模
新
規
事

業
は
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
や
地
区
別
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
協
働
体
制
を
整
え
て
進
め
ま
す
。
他
団
体

と
の
協
力
も
推
進
し
ま
す
。

大
幅
な
収
入
減
に
あ
る
事
業
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
可
能
な
限
り
の
方
策
を
立
て
、
聖
域
な
き
支

出
削
減
に
取
り
組
ん
で
収
支
相
償
を
目
指
す
。

→
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
落
ち
込
ん
だ
事
業
は
、
元

に
戻
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
思
い
き
っ
て
中

止
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。

全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
策
定
し
た
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
期

計
画
を
推
進
す
る

→
「
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
期
計
画
」
に
掲
げ
ら
れ
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
や
ユ
ー
ス
の
育
成
な
ど
、

全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
は
よ
り
連

携
を
強
め
て
推
進
し
ま
す
。

今､改めて「絆」

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
か
ら
中
止
し
て
い
た
「
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
早
天
祈
祷
会
」
を
４
月
１
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
評
議
員
会
会
長
で
牧
師
の
古

賀
博
氏
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
早
稲
田
教
会
）
よ
り
、

「
今
、
改
め
て
〝絆〟
」
と
題
し
説
教
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

古賀 博

２
０
２
１
年
度

全
体
運
営
方
針
に
つ
い
て

総
主
事
／
代
表
理
事

菅
谷

淳

１

新
年
度
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
方
針
が
理
事
会
と
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
解
説
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2345

678910

東京ＹＭＣＡ評議員会会長

コロナ禍がこの先も続く前提でＹＭＣＡの

使命に立ち返り、ニューノーマル（新しい

活動様式）に即した各種サービスの提供を

行うことを目指します。そのために現在行

っている事業・活動を目的別に見直して組

み替え、雇用形態、財政、各種管理体制を

整備するなどし、組織の再構築と既存事業

の強化、新規事業の開発に力を入れます。
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早朝６時から夜間１１時頃、

市民活動のため眩い明かりが灯

っていたソウルのＹＭＣＡ会

館。突如、新型コロナという障

壁に立ち塞がれ、会員たちから

汗や笑顔が一瞬にして消え去っ

た。

渦中、迅速に非常時の運営体

制へ切り替えた。ホテル運営は休業、スタッフには労働時間短縮と希望休職を

実施、政府施策に従いプログラム人員の制限や休館を繰り返し、対話方式の変

容から会員交流が疎遠にならぬよう手を尽くしている。ＹＭＣＡ運動への未来

を望み、２０２０年９月１日には第２７代会長に曺圭太氏が就任、今年３月２

日には大型の研修施設「ソウルＹＭＣＡ高陽国際青少年文化センター」（＝写

真）が活動を開始した。

コロナ時代における力強い出発と跳躍を目指し、会員とスタッフ皆が『すべ

ての人を一つにしてください（ヨハネ１７章２１節）』という聖句のとおり、

一丸となり精一杯励んでいるところである。

（在日本韓国ＹＭＣＡ総務 朱 宰亨）

■ソウルＹＭＣＡ

バングラデシュＹＭＣＡはビリ

シリ村など国内７カ所で、公立の

小学校に通えない子どもたちのた

めの初等教育プログラム（ＮＦＰ

Ｅ）を行なっており、現在約２４

０人が在籍。東京ＹＭＣＡも国際

協力募金によってこれを支援して

いる。コロナの影響で昨年から休校が続いていたが、今年２月に入ってワ

クチン接種が開始されたこともあり、４月からは登校再開の予定である。

バングラデシュは昨年７月、国土の３分の１が浸水するという大規模な

洪水に見舞われた。コロナ禍もあって被害は深刻となり、アジア・太平洋

ＹＭＣＡ同盟に援助要請があり、東京ＹＭＣＡは３０００ドルの支援を行

った。東京ＹＭＣＡは過去にも８つのサイクロンシェルター建設を支援す

るなどしてきたが、国土の７５％が海抜１０メートル未満という立地条件

もあって歴史的に洪水被害が続いており、この国の課題となっている。

一方で昨年３月には、ホテルも兼ねた「ＹＭＣＡ インターナショナル・

ハウス」が首都ダッカに完成し、今年４月２９日には延期になっていた献

堂式が行われる。この会館の収益は、ユース、女性の自立を目的とした活

動に用いられる予定である。 （東京ＹＭＣＡ国際部 松本数実）

■バングラデシュＹＭＣＡ

北米屈指の広大なキャンプ場を誇るフロストバレーＹＭＣＡもまた、２０２

０年３月から９月まで、サマーキャンプを含めすべてのプログラムを中止し

た。収入のない中、必要最小人数のスタッフ以外は解雇、あるいは休職（無

給）とし支出の削減に努めた。秋以降は、感染対策ガイドラインの緩和に伴い

プログラムの再開が可能となったが、人件費、設備費を最小限に抑えるため、

週末に限定して数回オープンするにとどめ、リスクの低いファミリーキャンプ

のみを実施した。

春からは週末のファミリーキャンプに加えて、限られた回数ではあるが平日

に学校団体を迎えることになっている。サマーキャンプは例年の５０％の定員

で実施を予定しており、ただいま実施に向けて準備を進めている。現在も平常

時の約３分の１のスタッフ数にて運営を続けており、その徹底的なコストカッ

ト、また銀行からの借入、政府からの補助金（給与保護プログラムＰＰＰロー

ン）、そして何よりもキャンパーの保護者やＯＢＯＧ、理事役員や個人、団体

からの多くの寄付により財政的バランスを保っている。

（在フロストバレーパートナーシップ 鳩山徹郎）

■ＮＹ フロストバレーＹＭＣＡ

北京では新型コロナウイルスの感染状況はだいぶ落ち着き、ＰＣＲ検査

や抗体検査の証明により、他地域から北京市内への移動は以前より自由に

なってきている。北京ＹＭＣＡと東京ＹＭＣＡは１９９２年にパートナー

シップを締結して以来、訪問団による交流や、北京市郊外の上鎮小学校の

支援などを続けてきた。近年は山中湖センターで北京の子どもたちにキャ

ンプを体験してもらう「国際交流キャンプ」を実施し、好評につき年々参

加者が増えている。昨夏は残念ながら実施を断念したが、「新型コロナウ

イルスが収束し、渡航も自由になったらキャンプを再開し、中国の子ども

たちにかけがえのない体験を提供できることを心待ちにしている」と、こ

れまでキャンプを担当していた北京ＹＭＣＡスタッフから連絡があった。

（東京ＹＭＣＡ総務部 戸坂昇子）

■北京ＹＭＣＡ

各国ＹＭＣＡの今
コロナの影響により、例年活発に行われている国際交流プログラムの多くが
実施できない状況が続いています。東京ＹＭＣＡとパートナーシップ関係に

ある４ＹＭＣＡの近況を紹介します。

日
中
韓
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

「
分
か
ち
合
い
の
倫
理
」
目
指
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
延
期
と
な
っ
て
い
た
「
第

８
回
日
中
韓
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
３
月
６

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、
３
カ
国
か
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。
こ
れ
は
北

東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
の
た

め
２
０
０
４
年
か
ら
隔
年
で

各
国
が
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
も
の
。
今
年
は
日
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
が
主
管
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
的
な

活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
共

有
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
職
員
の

松
本
数
実
と
張
津
の
２
人
が

参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
は
関
田
寛
雄

氏
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
神

奈
川
教
区
巡
回
教
師
）
か

ら
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中

で
文
明
が
問
わ
れ
て
い
る
。

分
か
ち
合
い
の
倫
理
を
回
復

し
て
い
く
こ
と
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
大
き
な
役
割
が
あ
る
。
コ

ロ
ナ
は
汝
、
貪
る
な
か
れ
、

と
い
う
神
の
警
告
で
も
あ

る
。
」
と
い
う
力
強
い
言
葉

が
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
３
カ
国
の
総
主

事
よ
り
近
況
報
告
が
あ
り
、

コ
ロ
ナ
下
で
の
対
応
が
共
有

さ
れ
た
。
韓
国
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
休
止
さ
れ
経

済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
り

な
が
ら
も
、
北
朝
鮮
を
は
じ

め
国
内
外
に
救
援
物
資
の
支

援
を
す
る
な
ど
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
中
国
か
ら
は
上
海

や
広
州
な
ど
８
つ
の
ロ
ー
カ

ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
参
加
が
あ
っ

た
。
武
漢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
報
告

で
は
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
た
初

期
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
組
む
香
港
や
広
島
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
か
ら
の
手
紙
に
励
ま
さ

れ
た
こ
と
、
逆
に
日
本
で
感

染
が
拡
大
し
た
際
に
は
武
漢

か
ら
即
座
に
対
処
法
を
広
島

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
伝
え
た
と
の
報

告
も
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
は

コ
ロ
ナ
対
策
に
加
え
て
、
台

風
19
号
の
支
援
活
動
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

途
中
で
国
別
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
な
っ
た
後
、
ユ
ー

ス
と
シ
ニ
ア
に
分
か
れ
、
他

国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
質
問
を
す

る
時
間
が
持
た
れ
た
。

４
時
間
に
わ
た
る
通
訳
付

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
あ

っ
た
が
、
日
中
韓
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
仲
間
が
顔
を
見
な
が
ら
集

う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
つ
な

が
り
を
肌
で
感
じ
、
今
後
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
希
望
を

見
出
す
こ
と
こ
と
が
で
き
た

会
議
で
あ
っ
た
。

（
国
際
部

松
本
数
実
）

張

津

チ
ョ
ウ
　
ジ
ン

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員

「
日
中
韓
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
３
カ
国
の
シ
ニ
ア

と
ユ
ー
ス
91
人
が
顔
を
合
わ
せ
、

基
調
講
演
、
近
況
報
告
を
聴
き
、

平
和
に
つ
い
て
の
活
動
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
、

各
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
地
域
を
超
え
た

社
会
救
援
活
動
に
従
事
し
、
社
会

問
題
に
積
極
的
に
向
き
合
っ
て
い

る
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
中
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
コ
ロ

ナ
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
住
民
向

け
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
座
を
開
催

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
ワ
ク
チ
ン

の
不
平
等
な
分
配
に
対
し
て
平
和

運
動
を
提
唱
し
て
い
る
と
い
う
。

ユ
ー
ス
と
シ
ニ
ア
に
別
れ
た
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
よ
り
具
体
的
な

情
報
交
換
と
課
題
共
有
を
行
っ

た
。
中
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
ユ
ー
ス
の

メ
ン
タ
ル
問
題
に
つ
い
て
、
日
韓

で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
い

と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
。
韓
国

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
北
朝
鮮
へ
の
人
道

支
援
活
動
を
行
な
う
た
め
中
国
の

協
力
を
求
め
た
り
と
、
新
し
い
提

案
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
が
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問

題
に
対
し
強
い
責
任
感
を
持
ち
、

平
和
を
作
る
種
を
撒
播
す
る
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
で
東
北
ア
ジ
ア

に
お
け
る
平
和
運
動
に
邁
進
し
て

い
る
。

聖
書
に
は
、
「
平
和
を
作
る
人

は
幸
い
で
す
。
そ
の
人
は
神
の
子

と
呼
ば
れ
る
か
ら
で
す
。
」
と
記

さ
れ
て
い
る
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福

音
書
5
章
９
節
）
。
今
回
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
参
加
し
東
北
ア
ジ
ア
の

平
和
を
共
に
祈
る
中
で
、
聖
書
の

言
う
平
和
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
そ
し
て
ど
う
し
た
ら
そ
の
平

和
を
築
い
て
い
け
る
の
か
を
考
え

る
良
い
機
会
と
な
っ
た



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ( 3 ) ２０２１年４月１０日 第783号

永井三郎に学ぶ

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

を
迎
え
た
３
月
６
日
、
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
「
東
日
本
大
震

災
10
周
年
礼
拝
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
３
月
１
日
か
ら
６
日
に

は
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

と
の
願
い
を
込
め
て
「
福
島

パ
ネ
ル
展
」
を
東
陽
町
会
館

で
実
施
し
ま
し
た
。

10
周
年
礼
拝
は
45
名
の
参

加
者
で
、
震
災
が
起
き
た
14

時
46
分
に
合
わ
せ
て
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
後
、
成
増
キ
リ

ス
ト
教
会
の
飯
岡
洋
介
牧
師

よ
り
「
隣
人
を
自
分
の
よ
う

に
愛
す
」
と
題
し
て
説
教
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
飯
岡
牧

師
は
、
石
巻
か
ら
20
キ
ロ
ほ

ど
の
涌
谷
教
会
に
赴
任
中
だ

っ
た
震
災
当
時
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
隣
人
を
愛
す
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
隣
人

に
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
と
問
い
か
け
ら
れ
、
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
礼
拝

と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
支
援
活
動
を
振

返
る
時
と
し
、
元
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
職
員
で
5
年
に
わ
た
り

石
巻
で
支
援
活
動
に
あ
た
っ

た
伊
藤
剛
士
さ
ん
と
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
に
ボ
ラ

東
日
本
大
震
災
10
年

オ
ン
ラ
イ
ン
礼
拝
と
福
島
パ
ネ
ル
展

「気候変動から考える、私たちは何を引き受け、どう生きる

か」をテーマに３月２２日〜２５日、初めての「ＹＭＣＡユースフ

ォーラム」が開催され、全国ＹＭＣＡから中学生６人、高校生４

人、大学生２０人、社会人５人が参加した。

このフォーラムは、世界各地のＹＭＣＡで気候変動に対するさ

まざまな取り組みが行なわれている中、「日本でも何かしたい」

と考えたユースたちの発案から始まったもので、神戸ＹＭＣＡが

主催となり、企業等の協賛を得て行なわれた。会場は、瀬戸内海

の無人島にある「神戸ＹＭＣＡ余島キャンプ」で、かねてから神

戸ＹＭＣＡと交流のあった社会学者の宮台真司さんが講師として

２日間参加された。

今回は、気候変動を知識として学ぶのではなく、人と自然の関

係そのものを体感し直すというユニークなアプローチで行なわれ

た。まずは「木こり体験」をして実際に木を切り、人は生活のた

めに木を切るということ、木を切るためには道具を使い、木を切

れば光が差すことなど、普段は気にとめないような一つ一つの行

為を注意深く体験した。宮台真司さんによれば「感情が劣化」し

ている現代人の「心に訴えかける」体験だった。続く討議も、余

島という無人島キャンプ場の浜辺で、波音を聴きながら行なわれ

た。

気候変動の課題は、それだけを見ていても解決にはならず、ど

う生きるのかという「構え」に関わる問題であり、私たちは常に

考える習慣をつけなければならない。そんなことを教えられた４

日間であった。今後は、今回の参加者たちが実行委員となり、次

の企画へと発展させていくことが期待されている。

（インターナショナルスクール 池田麻梨子）

不
登
校
な
ど
青
少
年
の
居
場
所
支
援
へ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

三
菱
商
事
社
員
の
松
浦
航
太

郎
さ
ん
、
名
村
有
里
子
さ
ん

に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
か
ら
は
、
震
災

当
時
の
写
真
や
石
巻
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
、
地
域
の
人
と

の
関
係
を
作
っ
て
き
た
話
な

ど
を
聞
き
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

が
現
地
で
行
っ
て
き
た
働
き

を
振
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
2
人

か
ら
は
、
「
キ
ャ
ン
プ
中
の

懇
談
会
で
福
島
の
保
護
者
た

ち
と
話
が
で
き
た
こ
と
は
、

自
分
に
と
っ
て
も
大
き
な
経

験
に
な
っ
た
」
「
笑
顔
に
な

れ
る
場
と
し
て
の
キ
ャ
ン
プ

の
力
を
実
感
し
た
」
な
ど
数

々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
が

語
ら
れ
、
福
島
の
ご
家
族
に

と
っ
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

と
っ
て
も
貴
重
な
キ
ャ
ン
プ

だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

最
後
に
菅
谷
淳
総
主
事
よ

り
、
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
た
だ
泥

か
き
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の

支
援
を
し
た
だ
け
で
な
く
、

現
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

←
東
陽
町
で
開
催
さ
れ
た

「
福
島
パ
ネ
ル
展
」
。

前
回
は
、
会
員
西
森
末
次
郎
が

我
々
に
託
し
た
紙
包
み
「
創
立

二
百
年
祝
典
で
開
け
ら
れ
た

し
」
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
そ

の
二
百
年
祝
典
を
見
据
え
つ
つ

語
っ
た
先
輩
に
聴
く
。
創
立
百

周
年
祝
典
を
目
前
に
し
た
１
９

７
９
年
３
月
、
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
歴
史
を
学
ぶ
」
集
会
で
、

講
師
永
井
三
郎
が
語
っ
た
言
葉

に
学
ん
で
、
今
を
確
信
し
直
し

た
い
の
で
あ
る
。

永
井
先
輩
は
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
同
盟
総
主
事
退
任
後
を
、
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
英
語
学
校
校
長
と

し
て
若
者
た
ち
と
接
し
続
け
ら

れ
た
。
「
学
ぶ
会
」
で
配
布
し

た
資
料
の
最
終
項
目
『
今
後
１

０
０
年
の
展
望
』
を
、
今
し
っ

か
り
と
見
つ
め
直
し
た
い
。
当

時
８
４
歳
を
迎
え
て
お
ら
れ
た

大
先
輩
か
ら
の
大
事
な
発
言
な

の
で
あ
る
。

《
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
今
日
見
ら
れ

る
よ
う
な
発
展
を
な
し
、
又
そ

の
活
力
を
維
持
し
得
た
の
は
そ

の
う
ち
に
内
蔵
す
る
下
記
の
よ

う
な
基
本
的
な
矛
盾
を
克
服
す

る
た
え
ざ
る
努
力
を
続
け
て
き

た
こ
と
に
依
る
と
思
わ
れ
る
。

変
り
行
く
社
会
と
青
少
年
の
ニ

ー
ド
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
矛

盾
に
い
か
に
対
処
す
る
か
が
、

わ
れ
わ
れ
の
今
後
１
０
０
年
の

進
路
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

①
よ
り
完
備
し
た
施
設
を
拡
充

し
な
が
ら
〈
運
動
と
し
て
の

活
力
を
発
展
さ
せ
る
〉
。

②
会
員
の
主
体
的
参
加
に
依
存

し
な
が
ら
〈
受
動
的
な
会
員

の
層
を
拡
大
し
て
行
く
〉
。

③
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
中
心

と
し
な
が
ら
〈
信
者
で
な
い

多
く
の
会
員
と
リ
ー
ダ
ー
と

に
依
存
し
て
い
る
〉
。

④
青
少
年
団
体
で
あ
り
な
が
ら

〈
各
年
齢
層
の
会
員
を
持

つ
〉
。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
で
あ
り

な
が
ら
〈
主
事
・
職
員
の
有

力
な
ス
タ
ッ
フ
を
持
っ
て
い

る
〉
。

⑥
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
〈
パ

イ
オ
ニ
ア
た
ら
ん
と
絶
え
ず

努
め
て
い
る
〉
》
と
。

静
か
な
語
り
口
で
あ
る
が
、

し
っ
か
り
と
か
み
し
め
直
し
続

け
た
い
言
葉
で
あ
る
。
永
井
三

郎
は
、
私
が
新
人
主
事
で
あ
っ

た
頃
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
を

説
く
教
師
で
あ
っ
た
。
『
東
京

キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
百
年
史
』

の
査
読
は
克
明
で
、
数
百
カ
所

に
赤
い
付
箋
を
付
け
て
私
の
手

元
に
戻
さ
れ
た
。
今
は
、
資
料

室
の
永
久
保
存
資
料
で
あ
る
。

（
太
字
、
丸
数
字
と
〈
〉
は
齊
藤
が

付
け
た
）

不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
青
少
年
の
居
場
所

「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
ｌ
ｉ

ｂ
ｙ
」
を
支
援
す
る
た
め
、

「
第
22
回
ｌ
ｉ
ｂ
ｙ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
3

月
14
日
、
山
手
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
何
と
し
て

も
開
催
し
た
い
と
、
来
場
だ

け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

も
駆
使
し
、
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結

果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
来
場
者

を
あ
わ
せ
て
70
人
の
善
意
が

集
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
当
初

か
ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
「
た
ん
ぽ
ぽ
Ｙ
サ
ー
ビ
ス

ク
ラ
ブ
」
の
会
長
で
実
行
委

員
長
の
越
智
京
子
さ
ん
、
演

奏
者
の
「
越
智
光
輝
さ
ん
と

ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」
の
み

な
さ
ん
、
技
術
面
で
協
力
く

永
井
三
郎
氏

（
１
８
９
６
～
１
９
９
０
年
）

形
成
し
、
石
巻
広
域
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
つ

な
が
り
を
作
っ
た
働
き
が
大

き
い
と
感
じ
る
」
と
の
感
想

が
述
べ
ら
れ
、
会
は
終
了
し

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
支
援
を
続
け
た
い
と
願

い
ま
す
。
（
会
員
部
統
括

中
里

敦
）

２
０
２
０
年
１
月
以
降
中

止
し
て
い
た
ス
キ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
３
月
26
日
～
30
日
、
志

賀
高
原
で
実
施
し
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
心
配
さ
れ
る
中
で
し

た
が
、
１
部
屋
の
人
数
を
通

常
の
半
分
と
し
、
宿
舎
内
に

は
特
設
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
、
引
率
者
は
事
前
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
で
き
得
る
限
り
の
工
夫

を
し
て
臨
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
小
学
４
年

生
か
ら
６
年
生
18
人
と
、
中

高
生
20
人
の
計
38
人
。
引
率

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

は
研
修
の
目
的
も
兼
ね
て
21

人
が
参
加
。
職
員
も
4
人
と

異
例
の
手
厚
い
体
制
で
、
消

毒
な
ど
感
染
対
策
だ
け
で
な

く
、
運
動
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
管
理

も
徹
底
し
、
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
保
護
者
か

ら
は
「
こ
の
一
年
、
子
ど
も

た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
を
考

え
、
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
体

験
を
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
」

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ら
信
頼
で
き

る
と
思
い
、
実
施
を
待
っ
て

い
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

今
後
も
し
ば
ら
く
は
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
が
続
き
ま

す
が
、
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
の

経
験
を
大
切
な
一
歩
と
し
て

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
を
築
き
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
良
い
活
動
を
提
供
で
き
る

よ
う
尽
力
し
ま
す
。

（
野
外
教
育
部三

浦
壮
一
郎
）

春のスキーキャンプ
だ
さ
っ
た
バ
ト
ン
プ
ロ
ダ
ク

ツ
㈱
や
三
菱
商
事
㈱
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
、
ｌ
ｉ
ｂ
ｙ
と

い
う
居
場
所
事
業
は
窮
地
に

立
た
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
し

か
し
心
の
距
離
が
離
れ
な
い

よ
う
に
、
感
染
対
策
に
気
を

遣
い
、
居
場
所
を
守
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

ｌ
ｉ
ｂ
ｙ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
ｌ
ｉ
ｂ
ｙ
主
任
主
事

井
口

真
）

気候変動から 生き方を考える

余島で「ユースフォーラム」 講師に宮台真司さん

万全の感染対策で再開

ｌ
ｉ
ｂ
ｙ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

↑
右
か
ら
田
口
裕
氏
、
越
智
光

輝
氏
、
門
倉
美
香
氏


